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今月の表紙
田植えの季節です！



季
節
に
よ
っ
て
、

ま
っ
た
く
違
う
顔

を
見
せ
る
あ
ら
ぎ
島
。
今

年
も
田
植
え
の
季
節
が
始

ま
り
ま
し
た
。

5
月
14
日（
日
）
に
は
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
、
食
の
大
切
さ
や
食

を
支
え
る
農
業
の
尊
さ
を

知
っ
て
も
ら
う
た
め
、「
親

子
稲
作
体
験 

in 

清
水
あ

ら
ぎ
島
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
1
1
3
人
の
参
加

者
は
、
ほ
と
ん
ど
が
田
植

え
初
体
験
。「
め
っ
ち
ゃ
足

と
ら
れ
る
！
」「
結
構
大
変

か
も
」
と
言
い
な
が
ら
も
、

楽
し
そ
う
な
参
加
者
の
姿

が
目
立
ち
ま
し
た
。

今
回
の
田
植
え
体
験
で

植
え
ら
れ
た
稲
は
、
9
月

10
日（
日
）
に
行
わ
れ
る

稲
刈
り
体
験
で
収
穫
さ
れ

る
予
定
で
す
。

まち
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ま ち の わ だ い
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4 月 29 日（土）、有田川町と紀美野町にまたがる生石高原では山開きが行われました。この山開きは、毎年こ
の時期、自然に感謝するとともに、登山者の安全を祈願する目的で行っています。
この日は、神事やテープカットが行われた後、清流太鼓かなや伝々の太鼓演奏やもち投げを実施。天候にも恵ま
れ、訪れた皆さまはのびのびとリフレッシュしている様子でした。

５月３日（水）～７日（日）の５日間、いつも以上に
にぎやかだった地域交流センターALEC。フリーマー
ケットやワークショップ、カルチャースクール体験会
などを実施しました。
ご来館いただいた皆さま、ありがとうございま
した！

写真上：	「絵本作家武田美穂さんとダンボール迷路を

作ろう」。複雑で巨大な迷路が完成！

写真下：	ALEC カルチャースクールの体験会では、

実際にヨガ・陶芸・押し花・クラフトをお試

しいただきました。写真は押し花の体験中。

生石高原山開き

GWのALECは
大盛り上がり！
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橋 さんは旧金屋町時代
から民生委員児童委員とし
て、地域福祉の向上にご尽
力くださいました。

有田川 防災まちづくり vol.18

弾道ミサイル落下時の行動 問 吉備庁舎総務課

弾道ミサイルは、発射からわずか 10 分もしないうちに到達するおそれがあります。
ミサイルが日本に落下するおそれがある場合は、携帯電話への緊急速報メールや、防
災行政無線などにより、緊急情報をお知らせします。

厚生労働大臣
特別表彰

橋 	喜孝さん
（修理川）

祝 100歳
安藤サクさん（吉原）

緊急情報を取得したら、
落ち着いて、直ちに行動してください。

屋外にいる場合

できる限り
頑丈な建物や

地下に避難する

建物がない場合

物陰に身を隠すか
地面に伏せて
頭部を守る

屋内にいる場合

窓から離れるか
窓のない部屋に

移動する

なぜ頑丈な建物や、地下へ避難するのですか？

ミサイル着弾時の暴風や、破片などによる被害を避けるためには、
屋内（できれば頑丈な建物）や地下への避難が有効だからです。
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健康みちしるべ

歯
周
病
予
防
か
ら
始
ま
る
健
康
づ
く
り

金
屋
庁
舎　

健
康
推
進
課	

5
2
‐
2
1
1
1

清
水
行
政
局　

住
民
福
祉
室	

☎

〝「
お
い
し
い
」
と

「
元
気
」
を
支
え
る丈夫

な
歯
〟

こ
れ
は
歯
と
口
の
健
康
習
慣
（
6
月
4

日
～
10
日
）
の
平
成
29
年
度
の
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
で
す
。

歯
が
失
わ
れ
る
と
食
物
を
そ
し
ゃ
く
す
る

機
能
が
失
わ
れ
、
炭
水
化
物
の
摂
取
が
多

く
な
り
が
ち
に
な
る
な
ど
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

が
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
歯
周
病
に

関
し
て
は
、
生
活
習
慣
病
に
密
接
に
関
係
し

て
い
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
自
分
の
歯
と
口
の
健
康
に

つ
い
て
、
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

歯
周
病
っ
て
ど
ん
な
病
気
？

歯
周
病
は
、
細
菌
の
感
染
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
る
炎
症
性
疾
患
で
す
。
歯
と

歯
肉
の
境
目
の
清
掃
が
行
き
届
か
な
い
で

い
る
と
、そ
こ
に
多
く
の
細
菌
が
停
滞
し
、

歯
肉
の
縁
が
炎
症
を
帯
び
て
赤
く
な
っ
た

り
腫
れ
た
り
し
ま
す
。

進
行
す
る
と
、
歯
と
歯
肉
の
境
目
が
深

く
な
り
、
歯
を
支
え
る
土
台
が
溶
け
て
歯

が
動
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。
最
終
的
に
は

抜
歯
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

歯
周
病
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

●
プ
ラ
ー
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

歯
周
病
の
直
接
の
原
因
で
あ
る
歯
垢

（
プ
ラ
ー
ク
）
は
、
食
事
の
度
に
歯
に
付

着
す
る
の
で
、
毎
食
後
、
歯
ブ
ラ
シ
・
歯

間
ブ
ラ
シ
・
デ
ン
タ
ル
フ
ロ
ス
で
除
去
し

ま
し
ょ
う
。

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
は
1
本
1
本
丁
寧
に
磨

く
こ
と
が
基
本
。
歯
科
医
で
指
導
し
て
も

ら
う
の
も
有
効
で
す
。

●
よ
く
か
ん
で
食
べ
る

か
め
ば
か
む
ほ
ど
唾
液
が
分
泌
さ
れ
ま

す
。
唾
液
は
歯
周
病
・
虫
歯
・
口
臭
予
防

に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

●
喫
煙
は
控
え
ま
し
ょ
う

た
ば
こ
に
含
ま
れ
る
ニ
コ
チ
ン
が
血
流

を
悪
く
し
、
体
の
抵
抗
力
を
弱
め
ま
す
。

●
歯
周
病
健
診
で
チ
ェ
ッ
ク
！

有
田
川
町
で
は
40
・
50
・
60
・
70
歳
の

節
目
に
、
歯
周
病
健
診
の
案
内
を
お
送
り

し
て
い
ま
す
。
届
い
た
ら
ぜ
ひ
受
診
し
ま

し
ょ
う
。

乳幼児を子育て中の皆さまへ
子育て支援センターだより

子育て支援センターは、皆さまの子育てを応援します。
あそびのひろばでは、音楽に合わせて手遊びや体操、簡単なおもちゃ作り、
楽しいシアターなどを行っています。トランポリンやサイバーホイールで
遊べるイベントも企画しているので、お気軽にお問い合わせくださいね！

子育てワンポイントアドバイス
お気に入りの絵本を見つけましょう！

開　　設　　日
子育て
悩み事相談

月曜日
（要予約）

◇ 9:30～ 11:30
◇13:30～ 16:30

子育て相談
・ほっとルーム
＆お外遊び

火曜日　
～木曜日

◇ 9:00～ 11:00
◇13:30～ 16:30

あそびの
ひろば

◆第１・３金曜日…０～１歳半
◆第２・４金曜日…１歳半～就学前
◆第５金曜日…お休みです
開設時間	①10:00～11:30（9:30～受付）
	 ②14:00～15:00（13:30～受付）

「たまてばこ」
さんの絵本の
読み聞かせ

0～1歳半 奇数月の第1金曜日（午前中のみ）

1歳半～就学前 偶数月の第2金曜日（午前中のみ）

にこにこ
ひろば

◆対象…１歳半～
◆場所…金屋文化保健センター
◆時間…第４水曜日10:00～11:00（9:30～受付）

■場所／子育て支援センター（旧きび中央保育所）
☎090－7966－1697　　52－5474［FAX兼用］

和歌山県の現状は…？
（県の行う街角健診での結果から）

●現在ある「自分の歯」の数は全国
平均より多い
●深い歯周ポケットを持つ人が多い
●街角健診では 1割の人が歯周疾患
で、何らかの対処が必要
●20・30 歳代のハイリスク者が 5
～ 6％いる

しかし歯周病対策によって、40・
50 歳代の進行した歯周炎の減少、
60歳での現在歯が 24本ある人の増
加などの効果が見え始めています。
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集団検診 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

6 月 2日（金）
8:00～ 8:30	 楠本区民センター
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺
9:00～ 9:30	 沼区民センター
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺
6 月 16日（金）
8:00～	8:30	 久野原消防詰所
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房
9:00～ 9:30	 安諦地区基幹集落センター
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

6 月 18日（日）
8:00～ 9:00	 金屋文化保健センター
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房
6 月 19日（月）
8:00～ 8:30	 下湯川ふるさと村
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺
9:30～ 10:00	 三田活性化センター
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺
7 月 3日（月）
8:00～ 9:00	 石垣公民館
	 特定・胃・大腸・胸部・前立腺・乳房

健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

6 月 7日（水）金屋文化保健センター
7 月 5日（水）金屋文化保健センター

子どもの健康相談 金屋庁舎健康推進課
清水行政局住民福祉室

6 月 1日（木）金屋文化保健センター

6 月 5日（月）清水保健センター

6 月 8日（木）金屋文化保健センター

6 月 15日（木）金屋文化保健センター

6 月 22日（木）金屋文化保健センター

7 月 3日（月）清水保健センター

7 月 6日（木）金屋文化保健センター

乳幼児健診 金屋庁舎健康推進課

4 カ月児健診	 ［平成 29年 2月生まれ］

6月27日（火）13:00～ 13:15

10 カ月児健診	 ［平成 28年 7月生まれ］

6月 6日（火）12:30～ 13:15

1 歳 6カ月児健診	［平成 27年 10月生まれ］

6月21日（水）12:45～ 13:00

2 歳児健診	 ［平成 27年 3月生まれ］

6月28日（水）12:45～ 13:00

3 歳 6カ月児健診	［平成 25年 11月生まれ］

6月14日（水）12:45～ 13:00

■場所／金屋文化保健センター

育児サロン 清水行政局住民福祉室

6 月 5日（月）・7月 3日（月）

■場所／清水保健センター

◆あなたの健康を支える「国民健康保険」
医療費状況（平成29年4月）

加入者数 8,457 人

支払額 3 億 3,006 万円

1 人当たりの医療費 3 万 9,028 円

27 年度 1 人当たりの医療費（月） 3 万 9,767 円

27 年度 1 人当たりの医療費（年） 47 万 7,209 円

大　人 こども

健康 応援スケジュール
問い合わせ ☎ 52-2111

実施時間

9:00～
11:00

実施時間
9:00～11:00

医療費は、年々増えています。
医療費が増えると、自己負担額や国保税の増加

につながります。
私たちのちょっとした心がけで、その増加を止

めることができます。
＜私たちにできること＞
1．お医者さんのかかりかたを見直しましょう
　（重複・頻回受診などはなるべく避けましょう）
2．休日・時間外受診はできるだけ避けましょう
3．薬は上手に飲みましょう
　（ジェネリック医薬品について検討してみましょう）
4．健康診断を受けましょう

実施時間

9:00 ～ 11:00

健診を受けたあとは、健診結果を
元に生活習慣を見直しましょう。
健康相談では、保健師や栄養士が
健康・食事などの相談にのります！



 

有田川町地域包括支援センター高齢者の暮らしを応援！

今回のテーマ
介護予防講座

☎
３２－５１０２（吉備・金屋）
２５－１２６９（清水事業所）

地域包括支援センターは、金屋と清
水の２カ所で高齢者のさまざまな相
談に応じています。
最寄りの事業所にご連絡ください。
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明日のわたしのためだから…

認知症サポーターになってください！
団塊の世代が75歳以上になる2025年。その時代に、認知症の人の意思が尊重され、
できる限り住み慣れた地域の良い環境の中で、自分らしく暮らし続けることができる社会
が実現できたら…。
厚生労働省では、新たに「認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）」を、関係省
庁と共同で策定しました（平成27年1月27日）。その中で重要視されているのが「認
知症サポーター」の存在です。

認知症サポーターって？
なにか特別なことをする人ではありません。認知症につ
いて正しく理解し、偏見を持たず、認知症の人や家族を温
かく見守る応援者として、自分のできる範囲で活動します。
認知症を「自分自身の問題」と認識し、友人や家族に学ん

だ知識を伝えること、認知症の人やその家族の気持ちを理解
しようと努めることも認知症サポーターの活動の1つです。

認知症サポーターになるには
「認知症サポーター養成講座」を受講した人は「認知症
サポーター」です。

養成講座受講後には、“認知症の人を支援
します”という意思を示す目印のオレンジリ
ングが渡されます。

認知症サポーター養成講座
地域のサロン、職場、学校、老人会、サークルなど、ど
んな集まりの場でもOK！まずはお気軽に有田川町地域包
括支援センターまでご連絡ください。
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子
ど
も
救
急
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
「
＃
8
0
0
0
」

こ
の
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
直
ぐ
に
病
院
で
受

診
し
た
方
が
良
い
の
か
ど
う
か
を
迷
う
保

護
者
の
方
に
助
言
を
行
う
も
の
で
す
。

●
相
談
時
間

○
平
日
／
19
時
～
23
時

○
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始
／
9
時

～
23
時

●
連
絡
先

携
帯
電
話
・
プ
ッ
シ
ュ
回
線
か
ら
は

「
＃
8
0
0
0
」

ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・
I
P
電
話
な
ど
か
ら

は
「
０
７
３
‐
４
３
１
‐
８
０
０
０
」

病
院
紹
介

☎「
0
7
3
‐
4
2
6
‐
1
1
9
9
」

病
院
紹
介
は
「
和
歌
山
県
救
急
医
療
情

報
セ
ン
タ
ー
」
で
行
っ
て
い
ま
す
（
24
時

間
体
制
）。

火
災
情
報
案
内
ダ
イ
ヤ
ル

☎「
５
２
‐
6
9
6
9
」
を

ご
存
じ
で
す
か
？

「
防
災
行
政

無
線
で
『
火
事

だ
』
と
放
送
が

あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
よ
く
聞
き

取
れ
な
か
っ

た
」「
さ
っ
き
の
火
事
は
消
え
た
の
？
」

…
こ
の
よ
う
に
思
っ
た
方
は
お
ら
れ
ま
せ

ん
か
？

消
防
本
部
で
は
、
火
災
発
生
中
に
「
52

‐
6
9
6
9
」
に
お
電
話
い
た
だ
く
と
、

火
災
発
生
の
有
無
・
場
所
な
ど
の
情
報

を
自
動
音
声
で
お
知
ら
せ
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
た
だ
し
、火
災
発
生
中
に
限
り
ま
す
。

※
１
１
９
番
で
火
災
の
状
況
を
問
い
合

わ
せ
る
の
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

救
助
工
作
車
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

消
防
本
部
で
は
、
約
17
年
間
運
用
し

て
き
た
救
助
工
作
車
を
更
新
し
、
4
月

5
日
か
ら
新
た
に
運
用
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

救
助
工
作
車
と
は
、
交
通
事
故
で
車

内
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
や
、
高
所
か

ら
転
落
し
た
人
な
ど
を
救
出
す
る
た
め

に
活
動
す
る
車
両
で
す
。

車
両
装
備
で
は
、
ウ
ィ
ン
チ
装
置
・

照
明
装
置
に
加
え
、
新
た
に
ク
レ
ー
ン

装
置
が
装
備
さ
れ
、さ
ま
ざ
ま
な
事
故
・

災
害
現
場
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

6
月
4
日
か
ら
10
日
ま
で
の
1
週
間
は

「
危
険
物
安
全
週
間
」

平
成
29
年
度

　

危
険
物
安
全
週
間
推
進
標
語

「
あ
な
た
な
ら　

無
事
故
の
着
地

決
め
ら
れ
る
！
」

6
月
4
日（
日
）か
ら
6
月
10
日（
土
）

ま
で
の
一
週
間
「
危
険
物
安
全
週
間
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

消
防
本
部
で
は
6
月
中
、
ガ
ソ
リ
ン

ス
タ
ン
ド
や
危
険
物
を
取
り
扱
う
事
業

所
に
対
し
立
ち
入
り
検
査
を
実
施
し
、

保
安
体
制
の
確
立
を
指
導
し
ま
す
。

気
温
が
高
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季

節
、
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
な
ど
の
燃
料
は

と
て
も
気
化
し
や
す
く
な
る
た
め
、
取

り
扱
い
に
は
十
分
注
意
が
必
要
で
す
。

火　
　

災
…
…
…
…
…
…
4
件

救　
　

急
…
…
…
…
4
6
7
件

救　
　

助
…
…
…
…
…
…
8
件

（
平
成
29
年
4
月
30
日
現
在
）

有
田
川
町
消
防
本
部	

☎
５
２
‐
５
９
５
０

吉
備
金
屋
消
防
署	

☎
５
２
‐
５
９
５
０

清

水

消

防

署	

☎
２
５
‐
１
２
４
３

病
院
紹
介（
和
歌
山
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー
）

	

☎
０
７
３
‐
４
２
６
‐
１
１
９
９

今
年
の
出
動
な
ど（
累
計
）

付けましたか？
住宅用火災報知器

全ての寝室と階段（2階に寝室がある場合）に必要です。
正しい場所に設置されているか確認してください。

本当に必要？ 適正利用にご協力を！

●頭をぶつけた
●急な発熱
●嘔吐（おうと）・
　けいれんなど

急な病気に困ったら
　「＃ 8000」！

新しくなった救助工作車。多様な事故・災害現場に
対応できるようになりました。
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環
境
衛
生
課
か
ら
の

お 
知 

ら 

せ

吉
備
庁
舎　

環
境
衛
生
課

清
水
行
政
局　

建
設
環
境
室

５
２‐
２
1
1
1

☎〜ご
み 

分
別
す
れ
ば
資
源
〜

あ
な
た
の
携
帯
電
話
・
パ
ソ
コ
ン
な
ど
が

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
メ
ダ
ル
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
！

「
都
市
鉱
山
か
ら
つ
く
る
！

み
ん
な
の
メ
ダ
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
参
加

2
0
2
0
年
に
東
京
で
開
催
さ
れ
る

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
入

賞
メ
ダ
ル
に
、
不
要
に
な
っ
た
小
型
家
電

に
含
ま
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル
材
が
活
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

東
京
2
0
2
0
組
織
委
員
会
が
主
催

す
る
こ
の
取
り
組
み
に
、
全
国
の
自
治
体

が
、
小
型
家
電
の
回
収
で
協
力
す
る
こ
と

に
な
り
、
有
田
川
町
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
し
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
日
頃
か
ら
ゴ
ミ
の

分
別
や
小
型
家
電
の
ボ
ッ
ク
ス
回
収
に
ご

協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、
本
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
更
な
る
持
続
可
能
な
循
環
型

社
会
構
築
の
促
進
に
繋
が
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

【
主
催
／
東
京
２
０
２
０
組
織
委
員
会
】

小
型
家
電
の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
役
場

各
庁
舎
・
行
政
局
と
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

A
L
E
C
、
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
の

合
計
5
カ
所
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
小
型

家
電
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
町
営
二
川

小
水
力
発
電
所
の
実
績
報
告

予
想
以
上
の
年
間
売
電
額
！

稼
動
初
年
は
上
々
の
滑
り
出
し

平
成
28
年
2
月
に
稼
動
を
開
始
し
た
町

営
二
川
小
水
力
発
電
所
。
平
成
28
年
度
の

予
想
売
電
額
は
４
，３
０
０
万
円
と
し
て

い
ま
し
た
が
、
渇
水
期
の
ダ
ム
水
位
が
比

較
的
高
水
位
で
安
定
し
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
売
電
額
は
予
想
を
上
回
る
約
５
，

０
０
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

● AC アダプター
●電動歯ブラシ・ドライヤー
●カメラ・ビデオカメラ
●携帯電話・スマートフォン・タブレット端末
●補聴器
●ゲーム機
●パソコン
●音楽プレーヤー・テープレコーダー・

IC レコーダー
● DVD（BR・HDD）プレーヤー・

リモコン
● USB メモリ
●ファクシミリ
●ラジオ
●チューナー
●ヘッドホン
●イヤホン

回収できるものは、回
収ボックスの投入口（高
さ 15㎝×幅 30㎝×奥行
き 40㎝）に入る大きさ
で、ご家庭から出る使用
済み小型家電に限ります。

電池は取り外して投入
してください。

売
電
収
入
は
循
環
型
社
会
の
構
築
に
向

け
て
、
環
境
学
習
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
促
進
等
の
原
資
と
し
て
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
還
元
し
て
い
き
ま
す
。

※
発
電
出
力
は
ダ
ム
水
位
に
よ
っ
て
決
ま

り
、
１
０
０
kW
～
１
９
９
kW
の
間
で
変
化

し
て
い
ま
す
。
ダ
ム
の
水
位
が
上
が
れ
ば

発
電
量
も
上
が
り
、
水
位
が
下
が
れ
ば
発

電
量
も
下
が
り
ま
す
。

回収対象品目

●電子血圧計
●懐中電灯
●時計
●カーナビ
●カーステレオ

平成 28 年度
有田川町営二川

小水力発電所実績
年間売電量／136万 2,600kWh
原油換算／350kL
二酸化炭素削減量／694トン
売電額／5,003 万 4,665 円

発電所内の水車と発電機

町営二川小水力発電所



こ ど も 教 育

■問い合わせ
金屋庁舎　こども教育課

☎ 52-2111

春の行事！
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西ケ峯小学
校

遠足

石垣中学校

久野原小学
校

遠足

石垣中学校

広川町小浦海岸へ行きました。砂浜で潮
干狩りや磯部のビオトープで生き物の観察
をしました。アメフラシ、カニ、ヒトデな
ど多くの生き物を見つけ海が大好きになっ
て帰ってきました。

新入生１３人は、中学校の新しい制服を着て、緊張の中にも喜びと期待を胸に秘め、入学式に
臨みました。一日でも早く中学校生活に慣れ、毎日楽しいと感じる中学校生活を送れるよう、家
庭と連携しながら教職員一同全力で応援いたします。また、在校生は校内美化の一環で花のある
豊かな環境を作り、新入生を迎え入れました。

花園グリーンパーク、わんぱく広場へ行
きました。ローラースライダーやアスレチッ
クなどのびのび遊べる遊具設備がたくさん
あり、元気いっぱい遊んだ生徒たち。また、
校外で友達と食べるお弁当は格別でした。



図書館
だより
問金屋図書館 ☎32-5789
地域交流センターALEC（アレック） ☎52-4730
ちいさな駅美術館 ☎52-2580
しみず図書室 ☎25-1788
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ちいさな駅美術館
　　～ Ponte del Sogno ～

加藤休ミ原画展
「おさかないちば」
6/1（木）～6/30（金）
※ 6/15（木）は臨時休館
※最終日は 15 時で終了

加 藤 休 ミ さ ん
イ ベ ント

「うろこをつくろう！」
●日時／ 6 月 10 日（土）13 時 30 分～ 15 時
●場所／ちいさな駅美術館
●定員／親子 20 組
●申し込み／ちいさな駅美術館で受け付け中
　（電話申し込み可）
　※定員に達し次第受け付け終了

6 月のイベント
■おはなしマラソン
　日時／ 6 月 10 日（土）10:30 ～
　場所／金屋図書館

■おひざでだっこのおはなし会（わらべうた教室）
　日時／ 6 月 13 日（火）10:00 ～ 11:00
　場所／金屋図書館
　プログラム／テレビとの付き合い方
　対象／ 4 カ月児～ 2 歳児

■ブックラザ
　日時／ 6 月 22 日（木）10:00 ～ 11:00
　場所／金屋図書館
　プログラム／小麦粉ねんどであそぼう！
　対象／２歳児～未就園児　※要申し込み。先着 20人

一　般　書
▶小説◀

『錆びた太陽』…………………………… 恩田陸 // 著

『嫁をやめる日』…………………………垣谷美雨 // 著
『時の名残り』……………………………津村節子 // 著
『小説日本博物館事始め』………… 西山ガラシャ // 著

『城をひとつ』…………………………… 伊藤潤 // 著

『優しい水』……………………………… 日明恩 // 著

『秋山善吉工務店』………………………中山七里 // 著
『楽譜と旅する男』……………………… 芦辺拓 // 著

『芦田川』………………………………今井絵美子 // 著

『やめるときも、すこやかなるときも』 窪美澄 // 著
▶くらし◀

『おいしい野菜づくり　タネのとり方もわかる！』
……………………………………………北条雅章 // 著

『家庭でできるおいしいブルーベリー栽培12か月』
…………………………………………… 荻原勲 // 著

『がんばらなくていい！楽シニアの作りおき』
……………………………………………藤野嘉子 // 著

『ラクチンおいしい！こだわり麺』…… 堤人美 // 著

『いちばんやさしい苔盆栽と豆盆栽』…葉住直美 // 著
『ほしい形が絶対見つかる！毎日リュック』 … ブティック社

『きょうだいの育て方』…………………小崎恭弘 // 著
▶健康◀

『顎関節症は自分で治せる！』…………齋藤道雄 // 著
『枕と寝具の科学』………久保田博南、五日市哲雄 // 著

児　童　書
『きたきつねとしろふくろうたすけあう』
…………………………………… 手島圭三郎 // 絵・文

『よるのようふくやさん』 寺島ゆか /絵、穂高順也 /文
『大林くんへの手紙』……………… せいのあつこ // 著

『最強の生物』…………………………成島悦雄 // 監修

ちいさな駅美術館　Ponte del sogno
和歌山県有田郡有田川町明王寺 37-1
　　　　　　   TEL  0737-52-2580

ちいさな駅美術館　Ponte del sogno
和歌山県有田郡有田川町明王寺 37-1
　　　　　　   TEL  0737-52-2580

開館時間：   平日  　10：00 ～ 19：00
　　　　　土日祝　10：00 ～ 17：00
　　　　　　　　　　　休館：月曜日

開館時間：   平日  　10：00 ～ 19：00
　　　　　土日祝　10：00 ～ 17：00
　　　　　　　　　　　休館：月曜日

水道課 吉備会館

ALEC
交
番

鳥尾川

阪
和
自
動
車
道

有田川

マンション

↓

↓

↓

↓

⇔

ＡＬＥＣ看板

ＡＬＥＣ看板
小さな駅美術館
Ｐｏｎｔｅ　ｄｅｌ　Ｓｏｇｎｏ
（藤並駅2Ｆ）

有田南
ＩＣ

○JRきのくに線藤並駅下車すぐ。駅構内にあります。

　　(特急くろしお号停車駅です。）

○自動車でお越しの場合は、

　　阪和自動車道有田ICから約５分です。

　　（左の地図を参照してください。）

○1時間無料の駅駐車場をご利用ください。

○JRきのくに線藤並駅下車すぐ。駅構内にあります。

　　(特急くろしお号停車駅です。）

○自動車でお越しの場合は、

　　阪和自動車道有田ICから約５分です。

　　（左の地図を参照してください。）

○1時間無料の駅駐車場をご利用ください。

入場無料お申込み・お問合せ

お
さ
か
な
い
ち
ば

お
さ
か
な
い
ち
ば

６
月
１
日
〜
６
月

　
　
日

６
月
１
日
〜
６
月

　
　
日

加
藤 

休
ミ
原
画
展

　　　
1976年、北海道釧路市出身。

クレヨン 画家、絵本作家。クレヨン
とクレパスを用いた独特の画法と迫力

あるタッチで、ノスタルジックな情景や
滑稽味のある人物画や、なかでも食べ物を
描いた作品は定評がある。2010年から築地、
西荻窪、北海道立釧路芸術館にて展覧会「魚展」
開催。絵本に『ともだちやま』（ビリケン出版）、
『きょうのごはん』（偕成社）、『りきしのほし』
（イースト・プレス）、『おさかないちば』（講談社）、
『かんなじじおどり』（BL出版）、『いっすんこじ
ろう』（文・内田麟太郎／WAEV出版）、
『ながしまのまんげつ』（原作 林家

彦いち／小学館）など。

　　　
1976年、北海道釧路市出身。

クレヨン 画家、絵本作家。クレヨン
とクレパスを用いた独特の画法と迫力

あるタッチで、ノスタルジックな情景や
滑稽味のある人物画や、なかでも食べ物を
描いた作品は定評がある。2010年から築地、
西荻窪、北海道立釧路芸術館にて展覧会「魚展」
開催。絵本に『ともだちやま』（ビリケン出版）、
『きょうのごはん』（偕成社）、『りきしのほし』
（イースト・プレス）、『おさかないちば』（講談社）、
『かんなじじおどり』（BL出版）、『いっすんこじ
ろう』（文・内田麟太郎／WAEV出版）、
『ながしまのまんげつ』（原作 林家

彦いち／小学館）など。

加

藤 休ミ

加

藤 休ミ プロフィー
ル

プロフィー
ル

ワークショップ

「うろこをつくろう！」
6/10（土）13:30～15:00

「おさかないちば」 / 講談社©加藤休ミ「おさかないちば」 / 講談社©加藤休ミ

※

６
月
　
日(

木)

は
臨
時
休
館
・
最
終
日
は
　
時
で 

終
了
致
し
ま
す
。

※

６
月
　
日(

木)

は
臨
時
休
館
・
最
終
日
は
　
時
で 

終
了
致
し
ま
す
。

募集人数 ：親子 20 組
受付場所 ： ちいさな駅美術館
　　　　　　　（電話申し込み可）
募集期間 ： 5/20（土）～
　　　　　　　　　　　　定員になり次第終了

新着図書案内

6 月の移動図書館
6/2（金） 八幡小学校 13:00 ～ 13:45
 西ケ峯小学校 15:25 ～ 15:45
6/7（水） 小川小学校 13:00 ～ 13:30
 こころの医療センター 14:10 ～ 14:30
6/8（木） 鳥屋城小学校 13:00 ～ 13:30
6/14（水） 安諦小学校 13:10 ～ 13:30
 久野原小学校 14:15 ～ 14:30
6/16（金） 石垣小学校 13:00 ～ 13:30
 西ケ峯小学校 15:25 ～ 15:45
6/21（水） 小川小学校 13:00 ～ 13:30
 こころの医療センター 14:10 ～ 14:30
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4
月
27
日（
木
）、
平
成
29
年
度
「
人
権
機

関
有
田
川
」
定
期
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

人
権
機
関
有
田
川
は
、
全
て
の
国
民
に

与
え
ら
れ
て
い
る
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
永

久
の
権
利
と
し
て
、
基
本
的
人
権
尊
重
の

理
念
を
普
及
さ
せ
、
理
解
を
深
め
る
こ
と

に
努
め
、
町
民
が
互
い
に
認
め
合
い
「
幸
福

な
生
活
が
営
め
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

憲
法
で
保
障
さ
れ
て
い
る
基
本
的
人
権

に
は
、
①
自
由
権
（
思
想
・
良
心
の
自
由
、

信
教
の
自
由
、
学
問
の
自
由
、
表
現
の
自

由
、
職
業
選
択
の
自
由
な
ど
）
②
平
等
権

（
差
別
的
な
扱
い
を
受
け
な
い
権
利
）
③

社
会
権
（
生
存
権
：
健
康
で
文
化
的
な
最

低
限
度
の
生
活
を
営
む
権
利
、
教
育
を
受

け
る
権
利
な
ど
）
④
参
政
権
（
選
挙
権
、

被
選
挙
権
な
ど
）
⑤
請
求
権
（
裁
判
を
受

け
る
権
利
な
ど
）
─
と
い
っ
た
権
利
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
立
派
な
権
利
を
与
え
ら
れ
て
い

る
か
ら
に
は
、
私
た
ち
は
自
分
で
し
っ
か
り

と
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
ま
た
、む
や
み
に
こ
れ
を
振
り
回
し
て
、

他
の
人
に
迷
惑
を
か
け
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

他
の
人
も
同
じ
権
利
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
す
。

私
た
ち
に
は
、
国
全
体
が
幸
福
に
な
る

よ
う
に
、
こ
の
大
切
な
基
本
的
人
権
を

守
っ
て
行
く
責
任
が
あ
る
と
、
憲
法
に
書

か
れ
て
い
ま
す
。

人
に
は
置
か
れ
て
い
る
環
境
の
違
い
や

体
の
状
況
、
男
女
差
、
年
齢
差
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
気
付
き
、
理
解
し
て
い
く
こ
と
、
自
分

自
身
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
支
え
あ
っ
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
分
か
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
人
権
機
関
有
田

人
権
だ
よ
り
　
138

人
権
機
関
有
田
川
　
定
期
総
会
開
催

■
人
権
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

有
田
川
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

５
２─

２
１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

３
２─

４
８
２
７

川
の
役
割
で
す
。

今
後
も
研
修
会
な
ど
で
研
さ
ん
を
積

み
、
映
画
会
や
講
演
会
な
ど
を
通
じ
て
啓

発
活
動
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。
町
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
知
ら
せ

人
権
特
設
相
談
所

6
月
15
日（
木
）、
人
権
特
設
相
談
所
を

開
設
い
た
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

●
場
所
／
き
び
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
時
間
／
13
時
～
16
時

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
強
化
週
間

い
じ
め
や
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
に
関
す

る
人
権
相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
期
間
／
6
月
26
日（
月
）～
7
月
2
日（
日
）

●
時
間
／
平
日
8
時
30
分
～
19
時
、

　
　
　
　

土
・
日
曜
10
時
～
17
時

●
電
話
／
0
1
2
0
‐
0
0
7
‐
1
1
0

　
（
全
国
共
通
・
無
料
）

問
和
歌
山
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課
・
和

歌
山
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

☎
0
7
3
‐
4
2
2
‐
5
1
3
1

人権機関有田川委員名簿（順不同）
地区 氏名

会　長 吉原 水野　哲男
副会長 二川 前　覚

〃 徳田 小池　実
会  計 金屋 片畑　俊雄
理  事 庄 西井　弘子

〃 水尻 宮尾　純
〃 井口 三木　宏之
〃 金屋 東　敏雄
〃 川口 久保　好美
〃 吉原 谷口　節子
〃 楠本 今北　純子
〃 清水 杉澤　純次
〃 清水 武内　照美
〃 野田 上田　玲子

監  事 清水 南　恭一
〃 尾中 栗山　昌之

委  員 庄 柏木　敦子
〃 吉原 田又　和彦
〃 小川 畑中　泰武
〃 三田 鈴間　眞佐子
〃 水尻 橋本　彰
〃 青田 山口　芳子
〃 井谷 大西　恭子
〃 明王寺 髙居　涼子
〃 清水 川村　昌嗣
〃 賢 三木　和幸
〃 賢 三木　佳寿子
〃 久野原 弓庭　妙子
〃 粟生 硲　ひとみ
〃 天満 牛居　美佐
〃 粟生 岡　省吾
〃 久野原 亀井　治
〃 天満 児島　彰信
〃 金屋 西本　愛子
〃 長田 岩倉　伸治
〃 庄 水口　朗
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お知らせお知らせ
まちのデータ

（平成 29 年 4 月 30 日現在）

人口 27,019 人

男 12,720 人

女 14,299 人

10,526 世帯

交通事故発生件数
（４月中、物損含む）

有田川町 45 件
死者 0人　負傷 16 人

湯浅警察署調べ

吉 備 庁 舎

52－2111金 屋 庁 舎
清水行政局

お問い合わせ
でんわばんごう

城 山 出 張 所 23－0001
粟 生 連 絡 所 22－0351
五 郷 出 張 所 22－0254
安 諦 出 張 所 26－0001
水 道 課 52－ 5356
ＡＬＥＣ（アレック）52－4730

環 境 セ ン タ ー 52－5384
プラスチック収集場 52－ 7855
休 日 急 患 診 療 所 52－4882
有 田 聖 苑 52－3055
子育て支援センター {52－ 5474090-7966-1697
有田川町少年センター 52－ 8744

相 

談

◆
◆
◆

一
日
行
政
相
談
所

●
6
月
21
日（
水
）

・
五
郷
地
区
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

9
時
～
11
時
30
分　

・
清
水
会
館
和
室　

13
時
～
15
時
30
分　

●
6
月
22
日（
木
）

・
金
屋
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
～
16
時　

問
吉
備
庁
舎
総
務
課
・
清
水
行
政
局
総
務

政
策
室

催 

し

◆
◆
◆

人
権
映
画
会

「
レ
イ
ン
ツ
リ
ー
の
国
」

●
日
時
／
6
月
18
日（
日
）
13
時
30
分
～

（
開
場
13
時
）

●
場
所
／
清
水
文
化
セ
ン
タ
ー

※
入
場
は
無
料
で
す
が
、
整
理
券
が
必
要

で
す
。
整
理
券
は
5
月
30
日
（
火
）
か

ら
、
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
A
L
E
C
・

町
内
各
図
書
施
設
・
金
屋
庁
舎
社
会
教

育
課
・
き
び
ド
ー
ム
・
清
水
行
政
局
住

民
福
祉
室
・
各
出
張
所
で
配
布
し
ま
す
。

※
日
本
語
字
幕
付
き
上
映

問
金
屋
庁
舎
社
会
教
育
課

募 

集

◆
◆
◆

非
常
勤
職
員
（
納
税
推
進
員
）

採
用
試
験

●
職
種
／
納
税
推
進
員
（
収
納
町
税
の
シ
ス
テ
ム

入
金
消
し
込
み
お
よ
び
納
税
勧
奨
に
関
す
る
こ

と
。そ
の
他
納
税
事
務
の
補
助
に
関
す
る
こ
と
）

●
募
集
予
定
人
数
／
1
人

●
受
験
資
格
／
昭
和
51
年
7
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
方
。

　

※
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当
す
る

人
は
受
験
で
き
ま
せ
ん
。

●
勤
務
条
件

・
報
酬
／
14
万
6
，1
0
0
円

・
勤
務
時
間
／
週
37
．5
時
間
以
内
。
原

則
と
し
て
毎
週
月
～
金
。

・
雇
用
期
間
／
平
成
29
年
7
月
1
日
～
平

成
30
年
3
月
31
日

●
試
験
方
法
／
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
・
面

接
試
験
（
6
月
25
日
（
日
））

●
申
し
込
み

・
申
し
込
み
用
紙
の
交
付
／
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
け

る
ほ
か
、
吉
備
庁
舎
税
務
課
・
金
屋
庁

舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
・
清
水
行
政
局
住

民
福
祉
室
で
直
接
交
付
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
郵
送
で
の
請
求
も
可
能
で
す
。

　

※
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒
の
表

に
「
採
用
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書

き
し
、
82
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の

返
信
用
定
形
封
筒
を
必
ず
同
封
し
て
、
吉

備
庁
舎
税
務
課
ま
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

・
提
出
書
類
／
有
田
川
町
非
常
勤
職
員
採
用
試
験
申

し
込
み
書
（
顔
写
真
貼
付
）・
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

・
申
し
込
み
方
法
／
書
類
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
受
付
場
所
ま
で
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
郵
送
で
の
申
し
込
み
を
希

望
す
る
場
合
は
、
吉
備
庁
舎
税
務
課
宛

て
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。
な
お
、
そ
の
際

は
必
ず
簡
易
書
留
郵
便
ま
た
は
特
定
記

録
郵
便
と
し
、
封
筒
の
表
に
「
採
用
試

験
申
込
」
と
朱
書
き
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

れ
ら
以
外
に
よ
る
不
着
の
問
題
に
つ
き
ま

し
て
は
、
一
切
対
応
い
た
し
か
ね
ま
す
。

・
受
付
期
間
／
6
月
1
日（
木
）
～
6
月

19
日（
月
）（
必
着
）

　

※
役
場
開
庁
日
時
に
伴
う

・
申
込
受
付
場
所
／
吉
備
庁
舎
税
務
課
・

金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
・
清
水
行

政
局
住
民
福
祉
室

問
吉
備
庁
舎
税
務
課

防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
募
集
種
目
／
自
衛
官
候
補
生
（
平
月
要
員
）

●
受
付
期
間
／
6
月
22
日（
木
）
ま
で

●
応
募
資
格
／
日
本
国
籍
を
有
し
（
平
成

29
年
9
月
1
日
現
在
）、
自
衛
隊
法
第
38

条
第
1
項
の
規
定
に
該
当
し
な
い
方
で
、

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子
お
よ
び
女
子

●
試
験
日
／
6
月
24
日（
土
）

●
試
験
会
場
／
和
歌
山
地
方
協
力
本
部

（
和
歌
山
市
築
港
１
‐
１
４
‐
１
６
）

問
自
衛
隊
和
歌
山
地
方
協
力
本
部　

有
田

募
集
案
内
所
（
有
田
市
宮
崎
町
1
0
6

‐
2
）　

☎
８
２
‐
6
6
3
1

お知らせお知らせ問…問い合わせ　■申…申し込み
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お知らせお知らせ 問…問い合わせ　■申…申し込み

●
申
込
受
付
期
間
／
6
月
16
日（
金
）
～

6
月
26
日（
月
）

　

※
役
場
開
庁
日
時
に
伴
う

●
申
込
受
付
場
所
／
吉
備
庁
舎
建
設
課
・

清
水
行
政
局
建
設
環
境
室
・
各
出
張
所

●
そ
の
他

・
入
居
に
は
、
所
得
制
限
な
ど
一
定
の
条

件
が
あ
り
ま
す
。

・
家
賃
は
入
居
者
の
所
得
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

・
応
募
者
が
募
集
戸
数
を
超
え
た
場
合
は
、
条

例
の
規
定
に
よ
り
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。

問
吉
備
庁
舎
建
設
課
・
清
水
行
政
局
建
設

環
境
室

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
者
募
集

●
参
加
対
象
（
家
庭
の
部
）
／
敷
地
の
外

部
か
ら
花
壇
を
鑑
賞
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
（
道
路
な
ど

を
占
有
し
て
い
る
も
の
は
対
象
外
）。

　

※
そ
の
他
「
学
校
の
部
」「
職
場
・
地

域
の
部
」
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
方
法
／
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、写
真
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
間
／
8
月
8
日（
火
）
必
着

参
加
申
込
書
・
詳
細
に
つ
い
て
は
和
歌

山
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
和
歌
山
県
庁
県
民
生
活
課

☎
0
7
3
‐
4
4
1
‐
2
5
9
8

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

平
成
29
年
度
税
務
職
員
採
用
試
験

●
受
験
資
格
／
①
平
成
29
年
4
月
1
日
に

お
い
て
、
高
等
学
校
ま
た
は
中
等
教
育

学
校
を
卒
業
し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算

し
て
3
年
を
経
過
し
て
い
な
い
者
お
よ

び
平
成
30
年
3
月
ま
で
に
高
等
学
校
ま

た
は
中
等
教
育
学
校
を
卒
業
す
る
見
込

み
の
者　

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者

に
準
ず
る
と
認
め
る
者

●
申
込
受
付
期
間
／
6
月
19
日（
月
）
～

6
月
28
日（
水
）

※
原
則
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

申
し
込
み
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し

込
み
専
用
ア
ド
レ
ス
→http://w

w
w
.

jinji-shiken.go.jp/juken.htm
l

）

●
試
験
日
／
第
1
次
試
験　

9
月
3
日

（
日
）・
第
2
次
試
験　

10
月
11
日（
水
）

～
10
月
20
日（
金
）

問
湯
浅
税
務
署
総
務
課　

☎
６
３
‐

５
３
５
１

放
送
大
学
　

10
月
生
募
集

放
送
大
学
で
は
、
平
成
29
年
度
第
2
学
期

（
10
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ・ラ
ジ
オ・イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

の
大
学
で
す
。
心
理
学・福
祉・経
済・歴
史・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い

分
野
を
学
べ
ま
す
。

●
出
願
期
間

・
第
1
回
／
8
月
31
日（
木
）
ま
で

・
第
2
回
／
9
月
20
日（
水
）
ま
で

問
放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
7
3
‐
4
3
1
‐
0
3
6
0

児
童
手
当
現
況
届

こ
の
届
け
出
は
、
児
童
手
当
を
受
け
て

い
る
方
の
前
年
の
所
得
状
況
お
よ
び
6
月

1
日
現
在
に
お
け
る
児
童
の
養
育
状
況
を

把
握
し
、
引
き
続
き
受
給
要
件
が
あ
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
手
当
て
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
記
載
事

項
・
添
付
書
類
な
ど
を
ご
確
認
の
上
、
6

月
中
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

受
給
者
の
方
に
は
案
内
文
書
と
現
況
届

を
送
付
し
ま
す
。
公
務
員
の
方
は
勤
務
先

で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

●
届
け
出
期
限
／
6
月
30
日（
金
）

●
必
要
な
も
の
／
児
童
手
当
現
況
届
・
健
康

保
険
被
保
険
者
証
の
写
し
な
ど
（
国
民
健
康

保
険
加
入
者
は
不
要
）・
そ
の
他
支
給
事
由

や
、
状
況
に
応
じ
て
必
要
な
書
類
・
印
鑑

●
受
付
場
所
／
吉
備
庁
舎
住
民
課
・
金
屋

庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課
・
清
水
行
政
局

住
民
福
祉
室
・
各
出
張
所

問
金
屋
庁
舎
や
す
ら
ぎ
福
祉
課

団地名 所在地 戸数 月額家賃 備考

粟生 粟生 213 番地 1戸 1万 2,800 円～ 2 万 5,100 円 昭和 62 年建築・木造 2 階建て
間取りなど／ 3DK・浴室・トイレ・66.1㎡

川合 川合 248 番地 2 1戸 1万 2,700 円～ 2 万 5,000 円 平成 3 年建築・木造 2 階建て
間取りなど／ 3DK・浴室・トイレ・67.9㎡

清水 清水 366 番地 1 1戸 1万 3,500 円～ 2 万 6,500 円 昭和 57 年建築・簡易耐火 2 階建て
間取りなど／ 3DK・浴室・トイレ・63.3㎡

小原 清水 680 番地 1戸 1万 4,200 円～ 2 万 8,000 円 昭和 63 年建築・木造 2 階建て
間取りなど／ 3DK・浴室・トイレ・71.8㎡

板尾 板尾 498 番地 2 戸 9,300 円～ 1万 8,300 円 昭和 60 年建築・木造平屋建て
間取りなど／ 3DK・浴室・トイレ・54.4㎡
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案 

内

◆
◆
◆

「
あ
た
り
ま
え
　

そ
ん
な
み
ず
こ
そ 

た
か
ら
も
の
」

●
6
月
1
日
～
7
日
は
第
59
回
「
水
道
週

間
」
で
す

こ
の
水
道
週
間
は
、
皆
さ
ま
に
水
道
事

業
の
現
状
や
、
よ
り
質
の
高
い
安
全
で
良

質
な
水
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
の
課

題
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
今
後
の
水

道
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
協
力
を
得

る
た
め
に
、
重
要
な
意
味
を
も
ち
ま
す
。

ま
た
当
町
で
は
、
災
害
対
策
の
推
進
の
た

め
に
、
給
水
車
の
配
置
お
よ
び
災
害
用
備
蓄

水
（
有
田
川
神
聖
水
）
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

●
水
を
大
切
に
！

私
た
ち
は
、朝
起
き
て
か
ら
夜
寝
る
ま
で
、

水
を
使
わ
な
い
日
は
あ
り
ま
せ
ん
。
水
道
の

蛇
口
を
ひ
ね
る
と
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
水

が
出
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
災
害
な
ど
で
水

が
足
り
な
く
な
る
と
、
水
の
大
切
さ
が
よ
く

わ
か
り
ま
す
。
毎
日
の
生
活
に
欠
く
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
、
そ
れ
が
「
水
」
で
す
。

「
水
」
は
決
し
て
豊
富
で
は
な
く
、
限
り
あ

る
貴
重
な
資
源
で
す
。
限
り
あ
る
水
を
大
切

に
使
う
た
め
、
今
一
度
、
毎
日
の
暮
ら
し
の
中

で
の
水
の
使
い
方
を
見
直
し
、
無
駄
な
使
用

を
改
め
ま
し
ょ
う
。
日
々
の
暮
ら
し
に
必
要

不
可
欠
な
水
を
、
大
切
に
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
水
道
課

下
水
道
へ
の
早
期
接
続
を

お
願
い
し
ま
す

下
水
道
は
、
各
家
庭
の
ト
イ
レ
や
台
所

な
ど
か
ら
流
さ
れ
る
汚
れ
た
水
を
、
安
全
無

害
の
き
れ
い
な
水
に
変
え
、
川
や
海
に
返
す

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
生
活
環
境
を
改
善

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
然
を
大
切
に
し
た

取
り
組
み
で
す
。

多
く
の
費
用
を
か
け
て
造
ら
れ
た
下
水

道
施
設
は
、
皆
さ
ま
に
利
用
い
た
だ
く
こ
と

で
初
め
て
価
値
を
持
ち
、
地
域
一
体
の
生
活

環
境
が
改
善
さ
れ
ま
す
。

下
水
道
（
公
共
下
水
道・農
業
集
落
排
水
）

が
整
備
さ
れ
た
区
域
に
お
住
ま
い
で
、
ま
だ

下
水
道
に
接
続
し
て
い
な
い
ご
家
庭
は
、
で

き
る
だ
け
早
期
に
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
下
水
道
課

公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金
の

納
付
が
始
ま
り
ま
す

平
成
28
年
度
に
工
事
が
完
了
し
た
地
区

の
下
水
道
加
入
者
（
公
共
ま
す
設
置
済
み

の
方
）
は
、
本
年
6
月
か
ら
加
入
者
負
担

金
の
納
付
が
始
ま
り
ま
す
。
納
付
対
象
者

の
方
に
は
通
知
文
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す

の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
下
水
道
課

下
水
道
の

上
手
な
使
い
方
と
注
意
点

下
水
道
（
公
共
下
水
道・農
業
集
落
排
水・

浄
化
槽
）
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ

ま
に
は
、
次
の
注
意
事
項
を
守
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
分
離
ま
す
の
清
掃
／
定
期
的
（
1
カ
月

に
1
回
以
上
）
に
清
掃
し
、
油
分
や
食

物
ク
ズ
を
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

※
分
離
ま
す
と
は
／
台
所
の
流
し
か
ら
、

家
の
外
に
つ
な
が
っ
て
い
る
1
個
目
の

ま
す

●
台
所
／
調
理
後
の
油
な
ど
は
固
め
る

か
、
新
聞
紙
な
ど
で
ふ
き
取
り
、
で
き

る
だ
け
流
さ
な
い
よ
う
に
し
、
野
菜
く

ず
や
残
飯
な
ど
は
三
角
コ
ー
ナ
ー
ま
た

は
排
水
口
に
網
を
付
け
、
取
り
除
い
て

く
だ
さ
い
。

●
ト
イ
レ
／
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外

の
紙
・
た
ば
こ
・
布
切
れ
・
紙
お
む
つ
・

生
理
用
品
な
ど
の
異
物
は
流
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

●
農
薬
や
消
毒
薬
な
ど
の
薬
品
／
汚
水
を

処
理
す
る
微
生
物
が
死
滅
し
、
処
理
で

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
流
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
下
水
道
課

お知らせお知らせ問…問い合わせ　■申…申し込み

町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告
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お知らせお知らせ 問…問い合わせ　■申…申し込み

農
業
集
落
排
水
の
使
用
人
員
が

変
更
に
な
っ
た
ら

農
業
集
落
排
水
使
用
料
金
に
つ
い
て
、

左
記
の
理
由
な
ど
で
使
用
人
員
に
増
減
が

あ
っ
た
場
合
は
、
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

●
農
業
集
落
排
水
事
業
実
施
地
区
／
①
田

殿
地
区　

②
徳
田
地
区　

③
吉
見
地
区　

④
熊
井
、
奥
地
区　

⑤
吉
原
地
区

●
増
減
理
由

・
出
生
や
死
亡
な
ど
に
よ
る
人
員
の
増
減

・
婚
姻
に
よ
る
人
員
の
増
減

・
就
学
や
就
労
に
伴
う
転
居
に
よ
る
人
員
の
増
減

●
使
用
料
金
（
1
カ
月
）
／
基
本
料
金

（
1
，6
2
0
円
）
＋
人
数
（
1
人
当

た
り
6
4
8
円
）

●
振
替
指
定
日
／
毎
月
23
日
。
た
だ
し
休

日
の
場
合
は
翌
営
業
日
。

問
下
水
道
課

平
成
29
年
度

合
併
浄
化
槽
設
置
補
助
金

生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域
の
水
質
汚

濁
を
防
止
す
る
た
め
、
合
併
浄
化
槽
を
設
置

す
る
方
へ
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

●
補
助
対
象
区
域
／
公
共
下
水
道
事
業
計

画
区
域
と
農
業
集
落
排
水
整
備
地
区
を

除
く
区
域

●
申
込
受
付
期
間
／
10
月
31
日（
火
）
ま
で

※
必
ず
浄
化
槽
の
設
置
工
事
の
着
手
前
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
予
算
の

範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
の

で
、
予
算
が
な
く
な
り
次
第
受
け
付
け

終
了
と
な
り
ま
す
。

●
補
助
金
上
限
額

・
5
人
槽
／
43
万
2
，0
0
0
円

・
7
人
槽
／
53
万
8
，0
0
0
円

・
8
人
槽
以
上
／
71
万
2
，0
0
0
円

●
補
助
金
受
給
要
件

・
有
田
川
町
に
住
民
登
録
し
て
い
る
こ

と
、
ま
た
は
工
事
完
了
後
に
居
住
す
る

者
で
あ
る
こ
と

・
個
人
住
宅
で
あ
る
こ
と
（
店
舗
併
用
住

宅
は
条
件
に
よ
り
含
む
）

・
平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で
に
設
置
工
事

を
完
了
し
、
補
助
金
に
係
る
必
要
書
類

を
提
出
で
き
る
こ
と

・
各
町
民
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

問
下
水
道
課

浄
化
槽
を
利
用
し
て
い
る
皆
さ
ま
へ

浄
化
槽
管
理
者
に
は
、
次
の
3
項
目
の

維
持
管
理
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
大
切
な
水
環
境
を
守
る
た
め
、
浄

化
槽
は
適
正
に
管
理
し
ま
し
ょ
う
。

●
保
守
点
検
（
浄
化
槽
法
第
10
条
）

浄
化
槽
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に

は
、
定
期
的
に
点
検
や
調
整
、
薬
剤
の
補
給
、

修
理
な
ど
の
保
守
点
検
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
保
守
点
検
は
、
県
の
登
録
を
受

け
た
保
守
点
検
業
者
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
清
掃
（
浄
化
槽
法
第
10
条
）

浄
化
槽
は
、
毎
年
1
回
以
上
の
清
掃
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
清
掃
は
、
町
の

許
可
を
受
け
た
浄
化
槽
清
掃
業
者
で
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

●
法
定
検
査
（
水
質
検
査
）（
浄
化
槽
法

第
7
条
・
第
11
条
）

浄
化
槽
は
、
設
置
後
3
～
5
カ
月
の
間
に

1
回
、
そ
の
後
年
1
回
の
水
質
の
定
期
検
査

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
県
が
指
定

し
た
検
査
機
関
（
社
会
法
人
和
歌
山
県
水
質

保
全
セ
ン
タ
ー
有
田
川
事
務
所　

☎
６
３
‐

６
１
６
１
）
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
下
水
道
課

交
通
遺
児
育
英
会
奨
学
金
制
度

●
対
象
／
保
護
者
が
交
通
事
故
で
死
亡
・

重
症
後
遺
障
害
と
な
っ
た
家
庭
の
お
子

さ
ま
で
、
高
等
学
校
以
上
の
学
校
に
在

籍
し
て
い
る
方
。

応
募
書
類
の
申
し
込
み
は
直
接
お
電
話

い
た
だ
く
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.kotsuiji.com

/

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

が
可
能
で
す
。

問
公
益
財
団
法
人
交
通
遺
児
育
英
会

　

☎
０
３
‐
3
5
5
‐
0
7
3
3

広告



だんだん温かくなってきたと思ったら、もう半そ
でで十分な気候になりました。皆さまいかがお過ご
しですか？
４月末からの大型連休、わたしはと言いますと、
梅田の阪神百貨店で開催されていた「ポートランド
フェア」に行ってきました！しかもブースの出展側。
有田川町の“ポートランドから学ぶまちづくり”

のことを来館者の方に説明したり、有田川町のＰＲ

をしたり…。お話した方の中には、「有田川町のこ
と知らへんかったけど、ええ町やなあ！」「今日は
有田川町のブース見たくて来たんです」と言ってく
れた方も！　いやはや、うれしいですね！
途中、一生懸命しゃべりすぎて「あんた、口達者

やから大阪のおばちゃんなれるわ！」と言われたの
が、面白かったです。
（有田川のおばちゃんになる予定　西岡紗希）

編集後記

登録者数、増加中！
スマートフォン・タブレット端末向けアプリ

「マチイロ」で
広報ありだがわを
ご覧いただけます

▶最新号の「広報ありだがわ」を配信日に端末に通知します。
ご利用は無料。

▶詳しくは町ホームページをご覧いただくか、吉備庁舎総務課
まで、お気軽にお問い合わせください！

18広報ありだがわ　2017.6広報ありだがわ　2017.6

町収入の一部とするため有料広告を掲載しています。広告

事
業
主
の
皆
さ
ま
へ

平
成
29
年
度
の
労
働
保
険
年
度
更
新

「
労
働
保
険
」
と
は
、
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
を
総
称
し
た
も
の
で
、
年
度
当
初

に
労
働
保
険
料
を
概
算
で
申
告
・
納
付

し
、
翌
年
度
当
初
に
確
定
精
算
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
場
あ
て
に
年
度
更
新
用
の
申
告
書

が
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
告
書
を
作
成

の
上
、
6
月
1
日
か
ら
7
月
10
日
ま
で
の

間
に
申
告
・
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
和
歌
山
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収

室　

☎
0
7
3
‐
4
8
8
‐
1
1
0
2

し
み
ず
温
泉
健
康
館
・
あ
さ
ぎ
り

10
月
ま
で
毎
日
営
業

「
し
み
ず
温
泉
健
康
館
」「
あ
さ
ぎ
り
」

は
、
毎
週
木
曜
日
を
定
休
日
と
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
5
月
か
ら
10

月
ま
で
の
間
は
、
毎
日
営
業
い
た
し
て
お

り
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
来
館
を
心
よ
り
お
待
ち
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

●
し
み
ず
温
泉
健
康
館

　

☎
２
５
‐
１
１
２
６

●
し
み
ず
温
泉
あ
さ
ぎ
り

　

☎
２
５
‐
１
１
８
１

問
金
屋
庁
舎
商
工
観
光
課

献 

血

◆
◆
◆

6
月
の
献
血

●
6
月
25
日（
日
）

・
デ
リ
シ
ャ
ス
広
岡
吉
備
店　

10
時
～
12

時
・
13
時
～
16
時

●
6
月
27
日（
火
）

・
和
歌
山
ア
イ
コ
ム
㈱　

10
時
～
12
時
・

13
時
～
14
時
30
分

・
J
A
あ
り
だ
金
屋
支
所　

15
時
30
分

～
16
時
30
分

問
金
屋
庁
舎
健
康
推
進
課
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月 火 水 木 金 土 日
1 2 3

□月と惑星の観望会
（地域交流センターALEC）
【社会教育課】

4
□金屋支部芸能
発表会
（金屋文化保健センター）
【社会教育課】

5 6
□10カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】
□議会第2回
　定例会開会日
【議会事務局】

7 8 9
□消費生活相談
（金屋庁舎）
【商工観光課】

10
□天文クラブ講演会
（金屋文化保健センター）
【社会教育課】
□加藤休ミさんイベント
「うろこをつくろう！」
（ちいさな駅美術館）
【ちいさな駅美術館】
□おはなしマラソン
（金屋図書館）
【町内各図書施設】

11
□「海の観察」＋
　化石発掘教室
（海南・湯浅方面）
【社会教育課】

12 13
□おひざでだっこ
のおはなし会
（金屋図書館）
【町内各図書施設】

14
□3歳6カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】
□金屋地区通学合宿
※～17日
（鳥屋城公民館）
【社会教育課】
□議会本会議
　（一般質問）
【議会事務局】

15
□議会本会議
　（一般質問）
【議会事務局】

16 17 18
□人権映画会
　「レインツリーの国」
（清水文化センター）
【社会教育課】
□集団検診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課・住
民福祉室】

19
□集団検診
（下湯川ふるさと村・
三田活性化センター）
【健康推進課・住
民福祉室】

20
□議会本会議
【議会事務局】

21 22
□ブックラザ
（金屋図書館）
【金屋図書館】
□一日行政相談所
（金屋文化保健センター）
【総務課】
□清水地区通学合宿
　※～24日
（清水会館）
【社会教育課】

23
□消費生活相談
（金屋庁舎）
【商工観光課】
□水道・下水道料
金お支払い期限
【水道課・下水道課】

24 25

26 27
□4カ月児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】
□献血
（和歌山アイコム・
JAありだ金屋支所）
【健康推進課】

28
□2歳児健診
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】
□いきいき脳の
健康教室
（鳥屋城公民館）
【地域包括支援セ
ンター】

29 30
□消費生活相談
（金屋庁舎）
【商工観光課】
□第1期町県民
税納期限
【税務課】

7/1 2
□町内ドッジ
ボール大会
（きび体育館）
【社会教育課】

3
□集団検診
（石垣公民館）
【健康推進課・住
民福祉室】

4 5
□健康相談
（金屋文化保健センター）
【健康推進課】
□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

6 7
□消費生活相談
（清水行政局）
【商工観光課】
□手話講習会
（金屋庁舎）
【やすらぎ福祉課】

8 9

6月のありだがわ これからの季節、気をつけたいのが熱中症。「水分」「塩
分」「適度な休憩」を心がけましょう。
各イベントなどの詳細は、☎52-2111にご連絡い

ただくか、【　】内の担当までお問い合わせください。

□集団検診
（久野原消防詰所・安諦地区基幹集落センター）
【健康推進課・住民福祉室】
□消費生活相談
（金屋庁舎）【商工観光課】
□手話講習会
（金屋庁舎）【やすらぎ福祉課】

□献血
（デリシャス広岡吉備店）【健康推進課】

□有田川町バレーボール大会
（きび体育館・吉備中学校体育館）【社会教育課】

□清水支部芸能発表会
（清水文化センター）【社会教育課】

□1歳6カ月児健診
（金屋文化保健センター）【健康推進課】
□一日行政相談所
（五郷地区生活改善センター・清水会館）
【総務政策室】
□手話講習会（金屋庁舎）【やすらぎ福祉課】
□議会本会議【議会事務局】

□手話講習会
（金屋庁舎）【やすらぎ福祉課】
□健康相談
（金屋文化保健センター）【健康推進課】
□吉備地区通学合宿　※～10日
（御霊公民館）【社会教育課】

□集団検診
（楠本区民センター・沼区民センター）
【健康推進課・住民福祉室】
□手話講習会
（金屋庁舎）【やすらぎ福祉課】
□消費生活相談
（清水行政局）【商工観光課】
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は
、
田
殿
丹
生
神
社
の
北
側
に
存
在
し
た
最
勝
寺
か
ら
他
の

寺
宝
と
と
も
に
浄
教
寺
に
伝
来
し
た
も
の
で
す
。
制
作
時
期

は
、
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
初
期
（
約
６
０
０
年
前
）

と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
代
の
作
で
16
副
全
て
が
そ

ろ
っ
て
い
る
こ
と
は
非
常
に
少
な
い
こ
と
か
ら
、
貴
重
な
例

と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

浄
教
寺
十
六
羅
漢
像
の
中
で
、
特
に
注
目
さ
れ
る
の

が
、
樹
木
に
抱
か
れ
て
座
禅
を
組
む
羅
漢
像
（
写
真
・
縦

１
１
５
・
８
㎝
）
で
、
こ
の
羅
漢
像
は
明
恵
上
人
樹
上
坐
禅

像
（
京
都
高
山
寺
蔵
・
国
宝
）
と
近
似
す
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
釈
迦
を
慕
っ
た
明
恵
上
人
は
、
羅
漢
に
も
特

別
な
思
い
入
れ
を
持
ち
、
自
身
の
存
在
を
羅
漢
に
重
ね
合
わ

せ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
最
勝
寺
に
お
い
て
も

修
行
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
明
恵
上
人
と
浄
教
寺
十
六
羅
漢

像
は
、
直
接
的
な
繋
が
り
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
が
、
明
恵
上

人
が
所
持
し
て
い
た
十
六
羅
漢
像
の
具
体
的
な
内
容
や
思
想

を
知
る
上
で
も
貴
重
な
文
化
財
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

平
成
29
年
3
月
17
日
付
け
で
浄
教
寺
（
有
田
川
町
長
田
）
が
所

蔵
す
る
十
六
羅
漢
像
（
旧
有
田
川
町
指
定
文
化
財
）
が
新
た
に
和

歌
山
県
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

羅
漢
と
は
「
阿あ

羅ら

漢か
ん

」
の
略
称
で
、
本
来
は
「
敵
（
煩
悩
）
を

倒
す
も
の
」「
供
養
・
尊
敬
を
受
け
る
に
値
す
る
も
の
」
を
意
味
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
後
に「
出
家
修
行
者
の
最
高
位
に
達
し
た
も
の
」

「
釈し

ゃ

迦か

が
亡
く
な
っ
た
後
に
そ
の
教
え
を
護
る
従
者
」
と
し
て
信
仰

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
、
鎌
倉
時
代
に
旧
仏
教

勢
力
に
お
い
て
釈
迦
へ
の
回
帰
が
主
張
さ
れ
、
羅
漢
信
仰
が
盛
り

上
が
っ
た
こ
と
に
よ
り
羅
漢
像
の
制
作
が
盛
ん
に
な
り
ま
し
た
。

羅
漢
像
に
は
、
十
六
・
十
八
・
五
百
羅
漢
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

浄
教
寺
の
羅
漢
像
は
そ
れ
ぞ
れ
に
一
羅
漢
を

描
い
た
16
副
か
ら
な
る
十
六
羅
漢
像
で
す
。
自

然
景
を
背
景
に
し
て
岩
や
椅
子
な
ど
に
座
っ

て
印
を
結
び
、
人
物
や
動
物
か
ら
供
養
を
受
け

る
羅
漢
の
姿
を
表
し
て
い
ま
す
。
彩
色
は
控
え

め
で
す
が
、
獣
毛
や
袈け

裟さ

の
縫
い
目
な
ど
は
緻

密
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
十
六
羅
漢
像

そ
の
59

浄
教
寺
十
六
羅
漢
像
が
県
の

　
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た


